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独自の「振り子」水力発電を活用
河川のビッグデータを集めて治水のDXに挑む

株式会社ハイドロヴィーナス
株式会社アクシア｜ 株式会社ゴフェルテック ｜ 株式会社Pionero ｜ 株式会社センコー ｜ (実装フィールド提供：西条市)

Project No.

28 防災

河川は上流から下流に変化が伝わるので、山間部の河川に
は変化の予兆が現れる。このデータ取得は極めて重要だが
山間部河川は電線・通信線
がない環境であることが多
く、また太陽光も有効でな
いことがあり、電池交換が
行い難い場所である。

鉄砲水の発生などを予測するために、山間部の河川に水位計・流速計を設置して常時観測を行う。取得したデータはクラウドサーバーに
集積し、降水情報等とともにAIに学習させて今後の変化やリスクの予測を実現する。

目標とする山間部を含むモニタリングは実現したので今後は降水との相関、上流と下流の関係などについて機械学習モデルを構築して
予測を行っていく。ハードウェアは多くの開発を経てひとまず実装したが、強みとなる水力発電が生かしきれていないので、装置改良や設
置場所の選定も含めて安定な実装と通信を実現するシステム全体の完成度を高めていく。浅い場所・狭い場所などに特化したモジュー
ルなど見出された課題を解決する。より山深い場所に設置するには通信系の開発も並行して行う。西条市からは地下水データの提供も
受けており、山間部に雨が降ってから川が増水し、地下水の水位を変動させるまでの一連の動きと標高等の関係について解析を進め地
域固有の学習モデルを構築する。その後は必ずしも全てのデータが揃わなくても予測できる段階に入っていくと考えている。

振り子を用いた独自の水力発電技術「ハイドロヴィーナス」
を活用して電力を得て河川のデータ取得を行う。これは漂流
物が絡まらず、浅い場所や
狭い場所でも駆動して電力
を生み出す利点を持ってい
る。設置には大掛かりな工
事を要 せず係留するだけ
で実装することができる。

課 題

目 的

今後の見立て・意向

自ら開発し河川に設置したモジュールでは河川の水位と流
速を取得した。LPWAで送る計画であったが、山間部は遮
蔽が大きくLTEに繋いだ。他のデータとして、気象庁の降水
データ、県が設置する河川水位データをネットから集積し、ま
た西条市が計測する地下水位データの提供を受けて機械学
習に活用している。

取得データ

データを活用した学習は着手したばかりであり、今後の主な
テーマとなる。現時点では山間部中腹では降水後18時間程
度遅れて増水が見られ、下流の平野部では29時間程度遅れ
て増水が見られる傾向が見え始めている。上流の観測はより
未来を見ることであり、氾濫リスクの予測に有効であり、リス
ク対策を行う余裕を得る上でも重要と考えられる。

データ活用による考察・示唆

解決策
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コンソーシアム構成員

検証項目 成果・結果

  設置装置からデータ受信成功数  
なるべく電池を用いず発電でセンシングと通信を実現する
  対象河川設置数  
上流と下流の相関を得る
  遠隔監視ソフトウェアの実装  
地図形式で設置点の状況を把握可能とする
  道路橋から河川への係留による設置と計測  
欄干等からの係留のみで工事を行わず実装する

  設置装置からデータ受信成功数  
なるべく電池を用いず発電でセンシングと通信を実現すること
を目標としたが、実際に開発を終えて設置した冬場は水が極め
て少なくなっており発電に十分な電力を得られなかったため、
電池を併用して通信を実現した。
  対象河川設置数  
上流と下流の相関を得ることを目的として下流に県の観測点
がある場所には上流の設置を中心に行った。結果として加茂川
水系に２箇所、中山川水系に３箇所設置した。
  遠隔監視ソフトウェアの実装  
地図形式で設置点の状況を把握可能とすることを可能にした。
  道路橋から河川への係留による設置と計測  
欄干等からの係留のみで工事を行わず実装することを行った。
当初は８箇所の設置を予定していたが、谷が深い場所では橋か
ら水面まで15mを超える場所もあり、適切ではないと判断した。
  機械学習の試行  
降水後の河川の増水までの時間のずれに関して、下流に行く
ほど遅れが大きくなることが確認された。今後の防災予測にお
ける上流データの有効性が確認できた。

取り組み内容

  河川モニタリングシステムの構築  
これまで観測できていなかった河川上流部のデータを取得し、
クラウドサーバーに集め、任意の端末のブラウザで地図アプリ
として見ることができるようにした。
  県が設置した水位計と降水量のデータを用いた機械学習の着手  
本プロジェクトは開発要素が大きくデータ取得とモニタリング
までを目標としたが、既存のデータを用いた学習の試行を専攻
して行った。


